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危
機
に
瀕
し
た
日
本
の
天
然
林

今

、
日
本
が
世
界

に
誇

る
天
然
林

は
、
無
定
見
な

林
野
行
政

に
よ

っ
て
潰
滅
に
直
面
し
て
い
る

河

野

昭

一

(かわの しょういち)

1936年 北海道室蘭市生 まれ

北海道大学農学部農業生物学科卒業 、

京都大学名誉教授(カ ナダ ・モ ン トリ

オール大学、博士課程修 了。Ph.D)、

現在、国際 自然保護連合生態系管理委

員会 ・北東アジア地域担当副委員長(専

門分野:植 物 系統分類学 ・生態学)

2

本
稿
は
、
現
在
、
わ
が
国
の
国
政
を
統
括
す
る
内

閣
府
の
長
で
あ
る
小
泉
純

一
郎
内
閣
総
理
大
臣
、
所

管
の
林
野
庁
の
運
営
を
監
督
す
る
農
林
水
産
省
の
長

で
あ
る
中
川
昭

一
農
林
水
産
大
臣
、
並
び

に
わ
が
国

の
環
境
行
政
全
般
を
統
括
、
維
持

・
管
理

に
関
わ
る

す
べ
て
の
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
環
境
省
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
小
池
百
合
子
環
境
大
臣
宛
に
送
付
し
た

「意
見

書
」
の
全
文
を
寄
稿

い
た
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
の
国
有
林
、
と
り
わ
け
天
然
林
は
林
野

庁
に
よ
る
無
定
見
な
林
野
行
政
に
よ

っ
て
潰
滅
の
危

機
に
瀕
し
て
お
り
、
現
状
は
き
わ
め
て
厳
し
く
、
こ

の
状
態
が
さ
ら
に
続
け
ら
れ
る
と
、
日
本
列
島
に
自

生
す
る
数
多
く
の
第
三
紀
起
源
の
森
林
並
び
に
森
林

帯
の
構
成
要
素
で
あ
る
日
本
列
島
を
中
心
と
す
る
北

東
ア
ジ
ア
に
固
有
な
植
物
相
、
並
び
に
そ

こ
に
生
息

す
る
豊
か
な
動
物
相
の
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
、

極
め
て
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
と
判
断
さ

れ
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
生
物
学

・
生
態
学
を
専
攻
す
る

一

人
の
研
究
者
と
し
て
、
か
つ
ま
た
現
在
、
国
際
自
然

保
護
連
合

(I
U
C
N
)
・生
態
系
管
理
委
員
会
北
東

ア
ジ
ア
地
域
担
当
副
委
員
長
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

二
〇
〇
五
年
四
月
～
十

一
月

(上
旬
)
の
約
七
ヶ
月

の
間
に
、
現
地
視
察
を
行

っ
た
結
果
に
基
づ
き
、
そ

の
現
状
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「

現
地
調
査
は
、
北
海
道
東
部
北
見

・
阿
寒
地
区
、
渡
島

半
島
檜
山
地
区

(上
ノ
国
町

・
檜
山
森
林
管
理
署

・
奥
湯

の
岱

"
佐
藤

謙

・
稗
田

一
俊
、
未
公
表
調
査
資
料
)
並

び
に
奥
尻
島
の
ブ
ナ
林
を
含
む
森
林

(河
野
ほ
か
、
未
公

表
)、
青
森
県
下
北
半
島
国
有
林
内
の
ヒ
バ
(ヒ
ノ
キ
ア
ス

ナ
ロ
)
林

・
ブ
ナ
林
、
秋
田
県
男
鹿
半
島

の
ブ
ナ

・
ス
ギ

林
、
秋
田
県
米
代
東
部
森
林
管
理
署
管
内
上
小
阿
仁
国
有

林
内
の
秋
田
ス
ギ
林

(違
法
伐
採
地
域
を
含
み
、
現
在
、

刑
事
告
発
中
)
並
び
に
ブ
ナ
林
、
長
野
県
木
曽
地
区

一
帯

の
ヒ
ノ
キ
林
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
天
然

林
伐
採
の
現
状
と
伐
採
さ
れ
た
樹
種
、
伐
採
量
に
関
し
ま

し
て
は
、
伐
採
地
の
現
地
調
査
に
加
え
て
、
林
野
庁
所
管

の
各
森
林
管
理
局
よ
り
公
文
書
開
示
請
求
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
伐
採
量
と
販
売
収
益

(
一
部
)
に
関
す

る
資
料
を
基
に
、
伐
採
の
現
状
の
可
能
な
限
り
客
観
的
な

把
握
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
現
地
調
査
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
今
回
の
調
査
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、私
、

河
野
昭

一
に
加
え
て
、
渡
辺
康
人

[日
本
野
鳥
の
会
福
島

県
南
会
津
支
部
]
、
岡
村

健

[
フ
リ
ー
・ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
]
の
お
二
人
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
渡
島
半
島

檜
山
地
区
の
ブ
ナ
林
の
伐
採
地
は
、
十

一
月
の
降
雪
期
に

入
り
、
極
め
て
困
難
な
中
で
、
佐
藤

謙

(北
海
道
自
然

保
護
協
会
会
長
、
北
海
学
園
大
学
教
授
)、
稗
田

一
俊
の
両

氏
に
よ
り
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
ま
た
、
北
海

道
の
大
規
模
林
道
建
設
現
場
の
現
状
に
関
し
ま
し
て
は
、

寺
島

一
男
氏

(旭
川
)
よ
り
い
ろ
い
ろ
と
情
報
の
提
供
を

い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
付
記

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。



「内
閣
府

へ
の
意
見
書
」

こ
こ
に
送
付
い
た
し
ま
す
日
本
の
林
野
行
政
に
関
す
る

「意
見
書
」
は
、
現
在
、
わ
が
国
の
原
生
的
自
然
、
と
く
に

林
野
庁
所
管
の
国
有
林
の
運
営
、
と
り
わ
け

「天
然
林
」

の
乱
伐
に
関
す
る
き
わ
め
て
緊
急
性
の
高

い
問
題
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

「天
然
林
」
は
、
国
際

的
に
み
て
も
第

一
級
の
保
全

・
保
護
の
対
象

に
な
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
い
わ
ん
や
日
本
国
民
に
と
っ
て
は
、
子
々

孫
々
ま
で
伝
え
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
掛
け
替

え
の
な
い
財

産
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
現
在
、
林
野
庁
が
日
本
各

地
の
国
有
林
、
と
り
わ
け
天
然
林
で
行

っ
て

い
る
無
原
則

的
か
つ
無
差
別
な
乱
伐
に
よ
る
甚
大
な
自
然
破
壊
は
、
口

本
列
島

の
森
林
資
源
の
根
絶
に
繋
が
る
の
み
な
ら
ず
、
北

半
球
に
お
い
て
も
日
本
列
島
に
の
み
生
存
す
る
、
数
多
く

の
我
が
国
に
固
有
の
動
植
物
の
生
息
環
境
の
壊
滅
的
破
壊

と
、
こ
れ
ら
の
希
少
種
を
絶
滅
に
追
い
や
る
極
め
て
重
大

な
破
壊
行
為
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
森
林
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
も
重
要
な
環

境
維
持
機
能
と
、
類
い
希
な
る
生
物
多
様
性
を
内
包
し
た

重
要
な
森
林
生
態
系
で
あ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
人
類

に
と
り
ま
し
て
も
か
け
が
え
の
な

い
財
産

で
も
あ
り
ま

す
。
従

い
ま
し
て
、
「生
物
多
様
性
条
約
締
約

国
」
と
し
て
、

日
本
が
国
際
的
に
も
重
要
な
責
務
の

一
端
を
担

っ
て
い
る

生
物
多
様
性
の
保
全

・
保
護
の
責
任
の
根
幹

に
も
か
か
わ

る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

◆

◆

◆

現
状
は
極
め
て
重
大
で
、
か
つ
緊
急
性
が
高
く
、
仮
初

め
に
も
今
、
直
ち
に
林
野
庁
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る

無
原
則
的
な
わ
が
国
の
原
生
林
の
乱
伐
が
中
止
さ
れ
な
け

れ
ば
、
ご
く
近
い
将
来
に
は
、
日
本
の
国
土

か
ら
原
生
的

森
林
が
完
全
に
消
滅
す
る
危
機
に
直
面
す
る
の
み
な
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
天
然
林
に
随
伴
し
、
共
存
す
る
日
本
列
島

に
固
有
な
、
人
類
の
共
有
財
産
で
も
あ
る
動
植
物
相
は
こ

と
ご
と
く
絶
滅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
日
本
列
島
各
地
で
進
行
し
て
い
る
乱
伐
に
等
し

い
天
然
林
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
は
、
北
は
北
海

道
か
ら
本
州
東
北
地
方
、
中
部
地
方
、
近
畿
、
中
国
地
方
、

四
国
の

一
部
の
地
域
ま
で
、
広
い
範
囲
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
わ
が
国
に
お
け
る
固
有
で
、
代
表
的
樹

種
で
あ
る
天
然
ス
ギ

(秋
田
ス
ギ
)、
天
然
ヒ
バ

(ア
ス
ナ

ロ
並
び
に
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ

ロ
)、
天
然
ヒ
ノ
キ
(木
曽
ヒ
ノ

キ
)
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ

(I
U
C
N
指
定
絶
滅
H
類
)
な
ど
の

針
葉
樹
、
ブ
ナ
、

ハ
リ
ギ
リ
、
カ
ツ
ラ

(い
ず
れ
も
日
本

列
島
、
並
び
に

一
部
の
隣
接
地
域
に
固
有
)
な
ど
の
数
多

く
の
樹
種
が
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
全

域
を
含
み
、
日
本
に
固
有
な
代
表
的
針
葉
樹
、
落
葉
広
葉

樹
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、伐
採
の
対
象
に
は
多
く
の
地
域
に
お
い
て
「水

源
酒
養
保
安
林
」
を
含
む
、
本
来
、
厳
正
な
保
護

・
保
全

の
対
象
と
な

っ
て
い
る
森
林
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
森
林
構
成
樹
種
が
多
数
含
ま
れ
て
い

る

「天
然
林
」
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
天
然
ヒ
バ

(ア
ス
ナ
ロ
並
び
に
北
方
型
変
種
の

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
)
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
天
然
ヒ
ノ
キ
、
ブ
ナ
、

カ
ツ
ラ
な
ど
の
日
本
に
固
有
、
ま
た
は
希
少
な
種
が
数
多

く
含
ま
れ
、
そ
の
自
然
集
団
は
す
で
に
絶
滅
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
希
少
樹
種
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お

り
、
由
々
し
き
事
態
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
状
は

極
め
て
厳
し
く
、
林
野
庁
と
い
う

一
省
庁
の
生
き
残
り
の

た
め
に
、
国
民
の
共
有
財
産
を
こ
と
ご
と
く
収
奪
す
る
と

い
う
、
異
常
な
事
態
に
直
面
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

上
、
"違
法
伐
採
"
な
ど
の
著
し
い
綱
紀
の
み
だ
れ
は
、
国

民
の
財
産
を
破
壊
し
、
窃
盗
す
る
と
い
う
犯
罪
行
為
で
も

あ
り
、
社
会
的
に
も
到
底
容
認
さ
れ
ざ
る
行
為
を
言
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

註

"
す
で
に
、
二
〇
〇
三
年

(平
成
十
五
年
)
に
は

福
島
県
で
、
保
安
林
、
県
立
公
園
と
二
重
の
指
定

が
か
か

っ
た
ブ
ナ
を
主
体
と
す
る
原
生
林
で
、
二

万
四
〇
〇
〇
本
と
い
う
樹
齢
二
〇
〇
年
を
越
え
る

樹
木
の
違
法
伐
採
が
告
発
さ
れ
て
お
り

[読
売
新

聞
平
成
十
五
年
十

一
月
五
日
、
記
事
参
照
]、
ま
た

現
在
、
秋
田
県
に
お
け
る
上
小
阿
仁
署
管
内
の
秋

田
ス
ギ
天
然
林
の
違
法
伐
採
が
、
刑
事
告
発
さ
れ

て
お
り
、
樹
齢
三
〇
〇
年
以
上
の
秋
田
ス
ギ
盗
伐

の
可
能
性
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す

[読
売
新
聞
二

〇
〇
五
年

(平
成
十
七
年
)
十

一
月
十
七
日
、
並

び
に
十
二
月
十
日
付
、
記
事
参
照
]

◆

無
原

則
的
伐
採

の
実
態
と
自
然

保
護
上

の
重
大

な
問
題
点

現
在
、
乱
伐
と
い
う
に
等
し
い
無
原
則
的
な
天
然
林
の

伐
採
が
進
行
し
て
い
る
の
は
、
北
海
道
東
部

の
エ
ゾ

マ

ツ

・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ

・
ト
ド

マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
、
並
び

に
カ
ツ
ラ

・
ハ
リ
ギ
リ

・
ト
チ
ノ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
含
む

落
葉
広
葉
樹
林
、
渡
島
半
島
並
び
に
奥
尻
島
の
北
限
帯
の

ブ
ナ
林
、
並
び
に
ヒ
バ
林
(ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
)、
東
北
地

方
に
あ
っ
て
は
、
青
森
県
下
北
半
島
の
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ

(ヒ
バ
)
林
と
ブ
ナ
林
、
秋
田
県
に
お
け
る
天
然
杉

(秋
田

ス
ギ
)、
長
野
県
に
お
け
る
有
名
な
木
曽
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ

な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
伐
採
の
主
要
な
対
象
と
さ
れ
て
い
る

森
林
は
、
伐
採
の
規
模
、
其
の
方
法
な
ど
か
ら
も
極
め
て

厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す

(表
2
、
参
照
)。

註

日
カ
ツ
ラ
科
カ
ツ
ラ
属
に
属
す
る
樹
木
は
、
世
界

に
お
い
て
は
、
わ
が
国
と
中
国
の

一
部
地
域
に
の

み
生
育
す
る

一
科

一
属
二
種
の
固
有
植
物
で
、
カ

3



表1下 北 半 島 の レ ッ ドデ ー タ ・ブ ック掲 載種(2001年 版 、 青 森 県 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ クよ り)

1)哺 乳 類 中 、樹 洞 性 コウ モ リが 多 い:

ホ ン ドノ レン コ ウモ リ、 モ リア ブナ コ ウモ リ、 フジ ホ オ ヒゲ コウモ リ、 カ グ ヤ コウ モ リ、

ニ ホ ン コテ ン グ コ ウモ リ、 ヤ マ ネ、 ニ ッ コウ ムサ サ ビ、 ニ ホ ンツ キ ノ ワ グマ、 ホ ン ドザル な

ど。

2)鳥 類 中 、猛 禽 類 が 多 い:

ノ ジ コ、 ミゾ ゴ イ、 クマ ゲ ラ、 イヌ ワ シ、 クマ タ カ、 ミサ ゴ 、ハ チ クマ 、 ミサ ゴ、 オ ジ ロ

ワ シ、 オ オ ワ シ、 オ オ タ カ、 ハ イ タカ 、 ケ ア シ ノス リ、 ハ イイ ロ チ ュ ウ ヒ、 チ ュ ウ ヒ、 チ ゴ

ハ ヤ ブサ 、 チ ョウゲ ン ボ ウ、 シノ リガ モ 、 コ ノハ ズ ク、 オ オ コノハ ズ ク、 フ ク ロ ウな ど。

3)植 物:ス ギ ラ ン(シ ダ植 物);ヒ メ ホテ イ ラ ン、 ヒロハ ツ リシ ュス ラ ン(ラ ン科);ヤ マ シ ャ

ク ヤ ク(ボ タ ン科)ほ か 。

*下北半島における動物で絶滅が危惧種 される種で
、環境省指定の絶滅危 惧該 当種(絶 滅危惧IB

類;絶 滅危 惧IA類;絶 滅 危惧II類;IB類;準 絶滅 危惧;LP、 絶滅 の危惧 の ある地 域個 体

群);
**紙面の関係が あるので

、ここには下北半島の事例 のみをあげてお く。当然の事 なが ら、現在、伐採

の対象 とされてい る各地の原生林 には、数多 くの地域 固有種、希少種、絶滅危惧 リス ト掲載種が記

録 されていることは言 うまで もない(各 都道府県作成、環境省作成のレッ ド・データーブ ックを参

照 されたい)。
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は
中

国
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南

部

に
生

育

が

知

ら

れ

て

い
た
が

、

現

状

は

不

明

)

と

ヒ

ロ

バ

カ

ツ

ラ

(
○

ミ
飛

ミ
ミ

ミ

ミ

Z
餌
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凶)

(
こ

の
種

は
、
本

州

中

北

表2平 成16年 度 樹種別素材販売金額 の内訳(林 野庁資料)(*天 然林要素)

樹 種 金額(単 位 千円)

針 葉樹 スギ(地 域 不 明)

秋 田 ス ギ

天 然 ス ギ*

ヒ ノキ(木 曽?、 地 域 不 明)

木 曽 ヒ ノキ(木 曽)

天 然 ヒノ キ(木 曽)*

サ ワラ(木 曽)*

ア カ マ ツ

ヒバ(下 北 半 島 、渡 島 半 島)

カ ラマ ツ

モ ミ*

ツガ*

エ ゾマ ツ(十 勝 、 道 東)*

ト ドマ ツ(十 勝 、 道 東)*

そ の他

低 質材

原料 材

小 計

3,497,269

472,253

592,638

2,840,057

1,939,027

117,790

315,873

67,543

1,361,503

147,874

26,369

24,189

194,623

230,544

43,395

763,822

295,463

!2,935,181

林
野
庁
に
よ
る
、
こ
の
よ
う
な
乱
伐
の
背
景
に
は
、
国

有
林
の
財
政
問
題
が
あ
り
、
特
別
会
計
の
維
持
口
組
織
防

衛
の
た
め
に
、
目
先
の
収
益
確
保

(あ
る
い
は
事
業
量
確

保
)
に
走
る
姿
が
あ
り
ま
す
。
上
述

い
た
し
ま
し
た
よ
う

広葉 樹 ブ ナ(下 北 半 島、 渡 島半 島)*

カ シ(樹 種不 明)*

ナ ラ(ミ ズナ ラ、 コナ ラ?)(北 海 道)*

ウ ダ イ カ ンバ(北 海 道)*

ケ ヤ キ*

カ ツ ラ(北 海 道)*

タ ブ ノ キ*

シ ナ ノ キ*

セ ン ノ キ(北 海 道)*

ヤ チ ダモ(北 海 道)*

そ の他

低 質 材

原 料 材

小 計

87,135

2,164

122,449

115,880

49,566

54,960

350

84,426

176,663

10,560

283,021

62,789

180,550

1,231,293

部
に
ご
く
小
集
団
の
生
存
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、

現
在
、
そ
の
実
態
は
不
明
)
は
、
日
本
列
島
で
絶

滅
す
る
と
、
と
り
も
な
お
さ
ず
地
球
上
か
ら
抹

殺

・
消
滅
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
増

す
。

合 計 14,167,444(千 円)

に
、
現
在
、
特
定
の
地
域
に
限
ら
ず
、
国
有
林
に
属
す
る

天
然
林
は
す
べ
て
伐
採
の
対
象
と
さ
れ
、
危
機
的
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
の
歴
史
的
背
景
に
は
、

一
九
九
七
年
十

二
月
、
当
時
閣
議
に
お
い
て
、
林
野
の
財
政
問
題
を
解
決

す
べ
く
、
ω

独
立
採
算
性
を
や
め
、

一
般
会
計
か
ら
の

必
要
経
費
繰
り
入
れ
を
前
提
と
す
る
特
別
会
計
に
移
行
す

る
、
②

借
金
の
う
ち
、
二
兆
八
○
○
○
億
円
は

一
般
財

源
よ
り
補
填
す
る
、
㈹

残
る
借
金

一
兆
円
を
五
十
年
間

で
自
力
返
済
す
る
、
と
し
た
決
定
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

4



し
か
し
な
が
ら
、
肝
心
の
⑧
の
解
決
に
は
、
林
野
が
保
有

す
る
土
地
の
売
却
と
木
材
の
販
売
収
益
で
返
済
す
る
、
と

し
た
が
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
国
産
材
の

値
段
が
下
降
し
、
収
益
は
上
が
ら
ず
、
結
局
、

一
九
九
九

年
～

二
〇
〇
三
年
間
の
新
規
借
り
入
れ
で
、
債
務
の
合
計

額
は

一
兆
二
八
○
○
億
に
ま
で
再
び
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

上
記
、
五
ヶ
年
間
の

「集
中
改
革
期
間
」
が
終
わ
る
二
〇

〇
四
年
度
か
ら
は
、
改
革
の
成
果
と
し
て
経
営
の
健
全
化

を
示
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
「新
規
借
入
金
な
し
」
と

「収

支
均
衡
」
が
至
上
命
令
と
な
り
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇

五
年
度
と
も
に
、
収
支
均
衡
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
勢
い

事
業
収
入
の
最
大
の
柱
で
あ
る
林
産
物
収
入
、
す
な
わ
ち

木
材
の
販
売
収
入
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
追

い
込
ま
れ
、不
伐
の
森
で
あ
る
べ
き
虎

の
子
の
"天

然
林
"
伐
採
に
安
易
に
走
り
、
日
本
国
民
の
共
有
財
産
で

あ
る
日
本
列
島
の
天
然
林
は
、
今
や
絶
滅
の
瀬
戸
際
に
追

い
込
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
、

林
野
庁

の
財
政
的
基
盤
が
三
兆
八
○
○
○
億

円
と
い
う
膨

大
な
赤
字
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
を

一
般
会
計
よ
り
補
填
し
、

以
後
、
独
自
に
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
る
拡
大
造
林
計
画

の
な
か
で
育
成
を
図

っ
て
き
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ

ツ
を
主
体
と
す
る
植
栽
林
の
健
全
な
る
育
成
と
整
備

へ
と

そ
の
方
針
を
転
換
す
る
、
と
政
策
の
根
元
的
転
換
を
図

っ

て
き
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
は
、
欧
米
を
含
む
先
進
国
の
中
に
あ
り
ま
し
て

も
、
国
土
の
全
体
に
占
め
る
森
林
面
積
は
き
わ
め
て
多
く
、

し
か
も
原
生
的
森
林
は
従
来
約
二
〇
%
を
占
め
る
き
わ
め

て
高

い
自
然
度
を
誇
る
有
数
の
国
家
と
し
て
高
い
評
価
を

得
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
統
計
は
あ
く
ま
で
も
山

国
で
あ
る
日
本
列
島
の
骨
格
を
な
す
山
岳
地
帯
と
、
そ
こ

表3主 要樹種 の過去17年 間の伐採量(国 有林野事業統計 による)

落 葉 広葉 樹:

ブ ナ1)

カ ツ ラ2)

セ ンノ キ1)

シナ ノ キ

ナ ラ類(ミ ズ ナ ラ、 コナ ラ を含 む)

ウダ イ カ ンバ

針 葉 樹:

サ ワラ1)

ヒバ(ヒ ノ キア ス ナ ロ を含 む)1)

ト ドマ ツ

エ ソマ ツ

木 曽 ヒノ キ1)

385.1万m3

59.5万m3

103.0万m3

257.0万m3

441.4万m3

57.4万m3

44.4万m3

268.9万m3

1,615.4万m3

871.3万m3

(9.7万m3)*

*平成11年 以降
、5ヶ 年分のみの数値。過去17年 間の数値 は、膨大 な伐

採量 にな る。

1)日 本列島固有種;2)日 本列島 ・中国 に分布域が ある1科1属2種

のみか らなる小属 の希少樹木で、中国大陸内の実情 は不明であ り、絶滅危

惧種の筆頭 にラ ンクされ るべき種の一つで ある。

に
発

達

す

る
高

山

植

生
、

亜
高

山

帯

の
針
葉

樹

林

、

落
葉

広

葉

樹

林

帯

を
含

ん

で

い
る

の
で
、

低

山
帯

、

丘

陵

帯

の

森

林

だ

け

を

と

る
な

ら
ば

、

こ

の
数

字

は

必
ず

し

も

鵜
呑

み

に

で
き

ま

せ

ん
。

日

本

列

島

を
代

表

す

る

エ
ゾ

マ
ツ
、

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ツ
、

ト

ウ

ヒ
、

シ
ラ

ビ

ソ
、

オ

オ

シ
ラ
ビ

ソ
、

ヒ

ノ

キ
、

サ

ワ
ラ
、

ヒ

バ

(
ヒ

ノ

キ

ア

ス
ナ

ロ
を

含

む

)
、

コ

ウ

ヤ

マ
キ
、

天

然

ス
ギ

な

ど

の
代
表

的

な

針

葉
樹

、

さ

ら

に
ブ

ナ
、

ミ
ズ

ナ

ラ
、

カ

ツ
ラ

、

サ

ワ
グ

ル
ミ
、

セ

ン

ノ

キ
、

ト

チ

ノ
キ

な

ど

の
高

木

層

を

形
成

す

る
多

く

の
日

本

固
有

な
樹

種

を

含

む
天

然

林

の
数

字

と

は

い
え

な

い
か
ら

で

す
。

昭
和

六

十

二
年

以

降

の
国

有
林

野
事

業

統
計

に
よ

表4平 成16年 度 国有林野事業統計(平 成15年 度、16年 度、17年 度実績 を含む)

1)北 海道十勝東部森林管理署(足 寄町、陸別 町、本別町国有林、約11万ha)

伐採樹種(ト ドマツ、エゾマツ、アカエ ゾマツ、ナ ラ類 、カツラ、セ ンノキ、ヤチダモ、

ウダイカンバな ど)伐 採量:約14万m3

2)北 海道檜山森林管理署奥尻島国有林(ブ ナ 自然林[3,400ha]が 存在す る北限の島)

平成17～21年 の5ヶ 年間に、ブナ600m3が 伐採予定。過去に、すでに相 当量のブナが

伐採されてい る。北限帯の遺存的なブナ林で、例 えて 爪化石 ブナ"と も呼 ばれ るべき貴

重なブナ林であ る。

3)北 海道檜山森林管理署:渡 島地区国有林(ブ ナ自然林)

平成17年 度伐採量 は856m3(4,704本)

4)青 森 県下北森林管理署(下 北半島国有林、約8万ha)

平成16年 度の国有林野統計(平 成15年 度実績)に よる とブナ とヒバの伐採量 は全国一

多い;平 成17年 度 は、 ブナ伐採量 は約1,400m3、 ヒバ は18,299m3と 、極めて多 い。

5)秋 田県米代東部森林管理署上小阿仁支署(北 秋田郡上小阿仁村周辺国有林、約6万ha)

平成15年 度、秋 田県内天然秋田スギの伐採量、5,921m3の 内、最 も多 い2,477m3が 伐

採)

6)長 野県木曽森林管理署お よび南木 曽支所(木 曽谷 と呼ばれる木曽川流域、約18万ha)

木 曽ヒノキは平成14年 ～18年 度 間に約7万m3の 伐採が計画され、平成15年 度実績に

よれ ぼ、17,626m3、 サワラは約4,600m3伐 採

る
と
、
伐
採
さ
れ
た
総
数
は
、
天
文
学
的
数
値
に
達
し
て

い
ま
す

(表
3
、
参
照
)。

し
か
も
、
日
本
各
地
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
天
然
林
伐
採

の
現
状
は
、
余
り
に
も
悲
惨
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。
ま
っ

た
く
、
森
林
環
境
を
無
視
し
、
大
規
模
な
機
械
力
を
駆
使

し
て
伐
採
し
た
樹
木
を
ト
ラ
ク
タ
ー
で
牽
引
し
、
林
床
の

低
木
層
、
草
本
層
、
土
壌
層
を
含
む
森
林
環
境
は
、
甚
大
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な
破
壊
と
撹
乱
に
曝
さ
れ
て
い
ま
す
。
伐
採
後
に
生
じ
た

林
床
環
境
の
今
後
に
関
し
て
は

一
顧
だ
に
さ
れ
て
い
な
い

ば
か
り
か
、
破
壊
の
限
り
を
尽
く
し
た
林
床

と
大
規
模
な

林
道
の
建
設
現
場
は
、
ま
っ
た
く
ア
フ
タ
ー

・
ケ
ア
さ
れ

る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
敬馬
く
べ
き

事
態
に
立
ち
い
た

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
現
状
は
、
二
〇
〇
五
年
度
四
月
以
降
十

一
月
ま
で

の
間
に
、
私
共
が
北
海
道
、
東
北
地
方
、
中
部
地
方
に
お

い
て
実
施
し
た
実
態
調
査
に
お
い
て
き
わ
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
規
模
な
天
然
林
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
北
海

道
東
部
十
勝
森
林
管
理
局
管
内
の
各
種
の
口
本
固
有
、
ま

た
は
東
ア
ジ
ア
地
域
の
限
定
さ
れ
た
地
域
に
固
有
の
落
葉

広
葉
樹

(カ
ツ
ラ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、
ヤ

チ
ダ
モ
な
ど
)
の
伐
採
現
場
、
道
南
の
渡
島
半
島
に
お
け

る
ブ
ナ
林

の
伐
採
現
場
の
現
状
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
こ
の
規
模
の
天
然
林
伐
採
が
今
後
さ
ら
に
継
続

さ
れ
る
な
ら
ば
、
早
晩
、
日
本
列
島
北
部
に
固
有
な
天
然

林
構
成
種
を
含
む
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
森
林
は
潰
滅
す

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
誠
に
も
っ
て
、
由
々
し
き
事
態
と

い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
伐
採
木
の
搬
出
に
は
、
大
規
模

な
…機
械
力
に
頼
り
、
林
床
環
境
、
森
林
土
壌

の
形
成
に
欠

か
せ
な
い
土
壌
動
物
相
、
森
林
構
成
種
の
潜
在
的
な
ソ
ー

ス
で
あ
る
埋
土
種
子
集
団
を
内
包
す
る
森
林
土
壌
層
は
、

壊
滅
的
と
も
言
え
る
撹
乱
と
破
壊
に
曝
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
再
生
に
と
っ
て
基
盤
を
な
す
土
壌
層

の
大
々
的
な

破
壊
は
、
森
林
の
環
境
維
持
機
能
を
著
し
く
損
ね
る
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
再
生
に
と

っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
土
壌
中

に
存
在
す
る

"埋
土
種
子
集
団
"
と
、
土
壌
動
物
相
の
潰

滅
的
と
も
い
え
る
破
壊
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

◆
絶
滅
危
惧
種

の
保
全

・
保
護

に
謳
わ
れ
る
基
本
的

調
査

の
不
履
行
と
国
際
条
約

の
無
視

さ
ら
に
又
、
重
大
な
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
伐
採
地
に
於

い
て
は
、
絶
滅
危
惧
種
等
に
関
す
る
事
前
、
事
後
の
調
査

は
ま

っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
こ
れ
ら
の
希

少
動
植
物
の
生
息
環
境
、集
団
の
有
無
な
ど
に
関
し
て
も
、

一
片
の
調
査
資
料
も
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
内
法
は
も

と
よ
り
、
国
際
的
に
も
そ
の
順
守
が
約
束
さ
れ
て
い
る
希

少
種
、
並
び
に
絶
滅
危
惧
種
等
に
関
す
る

一
切
の
調
査
が

な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
敬馬
く
べ
き
状
況
が
、
日
本
各

地
の
天
然
林
伐
採
現
場
で
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
す

(表
1

"
絶
滅
危
惧
種
リ
ス
ト
参
照
)
。

平
成
十
年
に
制
定
し
た

「国
有
林
野
事
業
改
革
の
た
め

の
特
別
措
置
法
」
で
は
、
そ
の
第
五
条
第

一
項
で
、
「政
府

は
、
国
土
の
保
全
そ
の
他
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機

能
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
の
方
針
に

つ
い
て
、
林
産
物
の
供
給
に
重
点
を
置
い
た
も
の
か
ら
公

益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
旨
と
す
る
も
の
へ
と
転
換
す
る

こ
と
と
す
る
」
、
と
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
ま
す
。
「公
益

的
機
能
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
は

「森
林

・
林

業
基
本
法
」
第
二
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
、
森
林

の
多
面
的
機
能

(国
土
の
保
全
、
水
源
の
滴
養
、
生
物
多

様
性
を
含
む
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
)
の
な
か
で
、
「林
産
物

の
供
給
等
」
を
除
く
機
能
を

"公
益
的
機
能
"
で
あ
る
、

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
林
野
庁
は
森
林
の
伐
採

を
進
め
る
に
際
し
て
も
、
当
該
伐
採
予
定
箇
所
お
よ
び
周

辺
地
域
の
自
然
環
境
を
適
正
に
保
全
す
る
た
め
に
は
、
具

体
的
な
保
全
策
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
策
定
を
す
る

に
際
し
て
は
、
伐
採
に
先
立
っ
て
野
生
動
植
物
、
と
り
わ

け
森
林
生
態
系
の
上
位
に
位
置
す
る
希
少
猛
禽
類
等
と
そ

の
餌
動
物
の
生
息
状
況
に
つ
い
て
も
正
確
な
科
学
的
情
報

を
得
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
伐
採
現

場
に
隣
接
し
た
貯
木
場
に
は
、
膨
大
な
量
の
日
本
に
固
有

な
樹
木
の
原
木
が
山
と
積
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
森
林
再

生
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に

関
す
る
法
律
」
第
二
条

(責
務
)
第

一
項
に
お
い
て
は
、

「国
は
野
生
動
植
物
の
種
(亜
種
又
は
変
種
に
あ

っ
て
も
同

じ
)
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
常
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
種
の
保
存
の
た
め
の

総
合
的
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
」
、
と
明

快
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
林
野
庁
に
は
、
当
該

伐
採
箇
所
お
よ
び
周
辺
地
域
に
生
育

・
生
息
す
る
野
生
動

植
物
の
状
況
に
関
し
て
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
現
地
調

査
を
実
施
し
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
に
つ

い
て
は
、
保
存
の
た
め
に
必
要
な
保
全
策
を
策
定
し
、
実

施
す
る
責
務
が
あ
る
の
で
す
。

平
成
八
年
十

一
月
に
は
、
林
野
庁
み
ず
か
ら
が

「自
然

保
護
等
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
め
ざ
し
た
森
林
施
業
の
推

進
に
つ
い
て
」
、
と
い
う
通
達
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
「貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
育
・生
息
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
常
日
頃
か
ら
幅
広
く
収
集
に
努
め
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
生
育

・
生
息
地
周
辺
に
お
け
る
森
林
施

業
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、

学
識
経
験
者
か
ら
助
言
を
得
る
な
ど
、
貴
重
な
野
生
動
植

物
の
保
護
に
配
慮
し
た
実
行
に
努
め
る
こ
と
」、
と
、
き
わ

め
て
明
快
に
規
定
し
て
い
る
の
で
す
。

「生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
」
に
は
、
日
本
は
平
成

五
年
、
十
八
番
目
の
締
約
国
と
し
て
同
条
約
を
締
結
い
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
条
約
第
六
条
に
基
づ
き
、
平
成
十

四
年
三
月
二
十
七
日
、
「地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
議
」
に
お
い
て
、
「新
・生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
林
野
庁
は

「新

・
生
物
多
様
性
国
家
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戦
略
」
の
な
か
で
、
国
有
林
野
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
「
こ
の
よ
う
な
変
化
に
富
ん
だ
森
林
は
、
多
種
多
様

な
生
物
の
生
育

・
生
息
地
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
適
切
な

管
理
経
営
を
通
じ
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
」と
し
、
さ
ら
に
、
「同
条
約
第
八
条
(生

息
域
内
保
全
)
ω
項
」
に
は
、
「生
態
系
及
び
自
然

の
生
息

地
の
保
護
並
び
に
存
続
可
能
な
種
個
体
群
の
自
然

の
生
息

環
境
に
お
け
る
維
持
を
促
進
す
る
こ
と
」、
と
規
定
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
然
、
林
野
庁
に
は
、

当
該
伐
採
箇
所
お
よ
び
周
辺
地
域
に
生
育

・
生
息
す
る
野

生
動
植
物
種
の
状
況
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
、
生
物
の
多
様
性
を
確
実
に
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
同
条
約
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
り

ま
す
。

◆

国
有
林
問
題

の
緊
急
性
と
深
刻
な
現
状

上
述
し
た
よ
う
に
、
問
題
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す

が
、
な
ぜ
か

"国
有
林
"
は
経
営
改
善
計
画
が

一
段
落
し
、

計
画
上
は

一
般
会
計
の
導
入
も
あ
り
、
帳
簿
上
は
単
年
度

決
算
が

"黒
字
"
に
転
じ
、
債
務
の
返
済
が
進

め
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
態
は
土
地

の
売

却
が
進
ま
ず
、
初
年
度
よ
り
暗
礁
に
乗
り
上
げ

て
き
ま
し

た
。
財
務
省
か
ら
も
、
林
産
物
の
収
益
を
も

っ
と
上
げ
う

と
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
、
な
ん
ら
林
野
庁
、
す
な
わ
ち
国

が
み
ず
か
ら
規
定
し
た

「生
物
多
様
性
」
に
関

す
る
調
査

等
に
は

一
切
取
り
組
む
こ
と
な
く
、
残
さ
れ
た
天
然
林
、

高
齢
級
人
工
林

(国
有
林
最
後
の

"虎
の
子
"
の
木
曽
ヒ

ノ
キ
、
秋
田
ス
ギ
、
さ
ら
に
ブ
ナ
、
カ
ツ
ラ
、

ハ
リ
ギ
リ
、

セ
ン
ノ
キ
な
ど
)
の
伐
採
に
走

っ
て
い
る
の
が
現
状
な
の

で
す
。
そ
の
結
果
が
、
下
北
を
は
じ
め
各
地
で
展
開
し
て

い
る
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
増
伐

(略
奪
)
な
の
で
す
。

そ
の
現
状
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
国
到
る
と
こ

ろ
で
日
本
の
原
生
的
森
林
の
、
ほ
と
ん
ど
無
差
別
伐
採
に

近
い
乱
伐
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
中
で
も
、
現
在
、
も

っ

と
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
は
、
北
海
道
や
東
北
地
方
の
ブ

ナ
林
や
天
然
秋
田
ス
ギ
、
ヒ
バ
林
の
伐
採
、
木
曽
助
六
地

区
並
び
に
隣
接
地
区
の
最
後
に
残
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
天
然
林

の
伐
採
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
林
野
庁
自
身
で
規
定
し

た
、
伐
採
対
象
地
の
野
生
動
植
物
等
に
関
す
る
基
礎
調
査

は
、
こ
れ
ら
の
伐
採
現
場
で
は
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
民
に
対
す
る
、
大
き
な
背

信
行
為
で
あ
り
、
自
然
保
護
に
か
か
わ
る
法
令
違
反
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
側
聞
す
る
に
、
林
野
庁
内
部
に
お
い
て
す
ら
、

こ
う
し
た
こ
と
を
続
け
て
い
て
も
、
国
有
林
の
財
政
は
持

た
な
い
だ
ろ
う
と
断
言
し
て
い
る
、
と
す
ら
言
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。
と
、
す
れ
ば
現
状
と
将
来
を

一
体
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、国
民
の
付
託
を
受
け
て
国
土
の
"自

然
環
境
の
保
全
"、
"生
物
多
様
性
の
保
全
"
に
か
か
わ
る

国
の
部
局
と
し
て
の
責
任
の
放
棄
、
と
の
指
弾
を
受
け
る

の
も
当
然
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
到
底
、
そ
の
職
責
を
全
う

す
る
、
と
い
う
国
家
公
務
員
と
し
て
の
良
心
も
気
力
も
失

せ
て
し
ま

っ
た
の
か
、
と
の
指
摘
を
う
け
て
も
致
し
方
な

い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

林
野
庁
の
職
員
、
特
に
国
有
林
の
現
場
職
員
は
、
"自
然

保
護
運
動
"
に
よ

っ
て
事
業
が
変
更
に
な

っ
た
り
、
中
止

に
な
る
こ
と
は
、
森
林
管
理

(施
業
)
技
術
の
敗
北
と
受

け
止
め
る
傾
向
が
あ
り
、
"ど
素
人
に
は
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
、
主
張
に
は
屈
し
な
い
"
な
ど
と
い
う
、
お
よ
そ
見

当
違
い
の
心
理
が
今
な
お
強
く
働

い
て
い
る
、
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
程
度
の
低
い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

の
国
家
公
務
員
に
は
、
こ
の
国
の
重
要
な
資
産
で
あ
る
"天

然
林
"
の
維
持
管
理
は
ま
か
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆

新

た
な
国

土

の
自
然

環
境

の
保
全
を
軸

と
し
た

森
林
管

理

の
在

り
方
を
確
立
す

る

こ
と

の
緊
急

性一
方
、
二
十

一
世
紀
の
時
代
に
即
応
し
た
適
切
な
森
林

管
理

・
林
業
経
営
に
つ
い
て
の
方
法
論
や
技
術
が
確
立
し

て
い
な

い
の
も
事
実
で
あ
り
、
早
急

に
長
期
的
視
野
に

立

っ
た
森
林
環
境
の
保
護
・保
全
、
そ
の
利
用
の
在
り
方
、

森
林
育
成
の
道
筋
と
具
体
的
な
育
林
計
画
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
有
林
野
に
よ
る
、
現
在
の
刹
那
主

義
と
無
定
見
な
森
林
経
営
論
に
よ
り
、
国
民
の
な
け
な
し

の
財
産
を
食
い
潰
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
各
地
の
森
林
管
理
局
、
森
林
管
理
署
が
計
画
を

進
め
て
い
る
高
齢
級
人
工
林
の
伐
採
計
画
に
関
し
て
も
、

心
あ
る
中
堅
、
若
手
の
林
野
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
ら
人
工

林
は

"学
術
的
な
価
値
が
高
く
、
地
域
の
歴
史
的
遺
産
と

し
て
重
要
"
で
あ
る
と
の
評
価
か
ら
、
"保
護
林
"
と
し
て

指
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
動
き
す
ら
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
森
林
に
は
、
人
工
林
と
は
言

っ
て
も
、

か
っ
て
、
幕
藩
体
制
の
こ
ろ
植
林
し
た
木
曽
の
ヒ
ノ
キ
や

水
戸
藩
が
植
林
し
た
ス
ギ
の
美
林
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。
林
野
庁
の
上
層
部
、
高
級
官
僚
は
、
霞

ヶ
関
の
デ
ス

ク
に
座
り

つ
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
日
本
各
地
の
現
場
、

と
り
わ
け
伐
採
地
の
惨
状
を

つ
ぶ
さ
に
視
察
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。
前
林
野
庁
長
官

(前
田
直
登
氏
)
に

は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
十
九
日
、
八
月
十
九
日
の
二
度
に

わ
た
り
、
下
北
半
島
の
ブ
ナ

・
ヒ
バ
の
乱
伐
と
環
境
破
壊

に
対
す
る
意
見
書
を
送
付
致
し
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
何

の
反
応
も
、
対
応
も
見
ら
れ
ず
、
森
林
の
乱
伐
は
、
下
北

半
島
の
み
な
ら
ず
、
日
本
各
地
で
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
ま

し
た
。
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■

◆

"
緑
資
源
機
構
"
(
か

っ
て
の
、
森
林
開

発
公
団
)

が
行

っ
て

い
る
森
林
環
境
破
壊

の
実

態

林
野
庁
の
本
省
や
、
出
先
の
森
林
管
理
署

の
実
態
と
併

せ
ま
し
て
、
日
本
列
島
各
地
の
森
林
環
境
の
最
大
の
破
壊

組
織
は
、
そ
の
外
郭
団
体
で
あ
る
"緑
資
源
機
構
"
(か
っ

て
の
、
森
林
開
発
公
団
)
で
あ
り
ま
す
。
大

々
的
な
自
然

破
壊
を
す
る
だ
け
で
、
な
ん
の
役
に
も
た
た
な
い
大
規
模

林
道
の
建
設
や
、
す
で
に
無
用
と
な

っ
た
既
存
林
道
の
舗

装
工
事
に
数
百
億
も
の
予
算
を
消
化
す
べ
く
、
い
ま
だ
に

血
眼
に
な

っ
て
い
る
有
様
で
あ
り
ま
す
。

ω

一
例
と
し
て
、
広
島
県
下
の

"十
方
山
林
道
"
の

舗
装
工
事
が
あ
り
ま
す
。
広
島
県
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
を
含
む
大
形
、
中
型
動
物
相
の
保
護
は
も
と
よ
り
、
多

数
の
絶
滅
危
惧
植
物
や
希
少
動
物
が
生
息
す
る
、
自
然
保

護
上
計
り
知
れ
な
い
価
値
の
あ
る
細
見
谷
渓
畔
林
を
縦
貫

す
る
"十
方
山
林
道
"

(昭
和
五
十
年
代
ま
で
ブ
ナ
林
の
伐

採
と
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
植
林

に
利
用
さ
れ
て
以
降
、
ほ
と

ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
砂
利
道
の
林
道
)
を
、
大
規
模

林
道

(現

「緑
資
源
幹
線
林
道
」
大
朝
鹿
野
線

・
戸
河
内

吉
和
工
事
区
間
)
と
し
て
、
舗
装
化
す
る
計
画
を
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す

(中
国
新
聞
、
二
〇
〇

五
年
十

一
月

二
十
九
日
報
道
に
よ
る
)
。

こ
の
林
道
建
設
工
事
に
は
、
戸
河
内
吉
和

工
事
区
間
の

う
ち
、
す
で
に
開
通
し
た
小
板
ー

二
軒
小
屋
区
間
で
、
予

算
九
十
六
億
円
の
内
、
す
で
に
七
十
七
億
を
使
い
、
二
軒

小
屋
1
吉
和
西
区
間
の
工
事
に
は
さ
ら
に

一
〇
〇
億
円
近

い
事
業
費
の
投
資
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
二

軒
小
屋
-

吉
和
西
ー

吉
和
集
落
ま
で
の
路
線
沿

い

に
は
民
家
は
な
く
、
路
線
沿
い
の
国
有
林
も

"人
と
自
然

の
共
生
林
"
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
の
現
存
の
未
舗

装
道
路
は
、
木
材
生
産
の
た
め
に
は
ま
っ
た
く
使
用
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
林
業
と
は
無
縁
の
道
路
の
土
木
工
事
の
た

め
に
、
貴
重
な
国
家
予
算
が
投
資
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
工
事
に
よ

っ
て
失
わ
せ
れ
る
こ

の
道
路
沿
線
に
生
息
す
る
貴
重
な
動
植
物
相
の
生
息
環
境

は
、
大
き
な
改
変
と
破
壊
を
強
い
ら
れ
る
の
で
す
。

ω

現
在
、
進
行
中

の
最
も
重
大
で
、
深
刻
な
大
規
模

林
道
事
業
は
、
北
海
道
中
南
部
、
東
部
地
区
に
お
い
て
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

「平
取

ー
え
り
も
線
」、
「
置
戸

・

阿
寒
線
」
、
「滝
雄
・厚
和
線
」
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
「北
海

道
に
お
け
る
緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
」
の
予
算
の
総
額
は

一
〇
八
三
億
七
七
九

一
万
九
八
四
二
円
と

(平
成
十
六
年

九
月
、
現
在
)
と
い
う
途
轍
も
な
い
数
字
に
及
ん
で
い
ま

す

(金
額
は
、
北
海
道
庁
発
表
の
資
料
に
よ
る
)
。

現
在
、
北
海
道
中
南
部
、
東
部
地
区
に
お
い
て
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
上
記
の

「平
取

・
え
り
も
線
」
、

「置
戸
・
阿
寒
線
」、
「滝
雄

・
厚
和
線
」
な
ど
で
す
が
、
平

成
六
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で
の
十
ヶ
年
間
に
、
「滝

雄

・
厚
和
線
」
に
投
じ
ら
れ
た
緑
資
源
幹
線
林
道
の
総
事

業
費
は

一
六
四
億
二
〇
〇
〇
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
天

然
林
に
巨
大
な
傷
跡
を
残
し
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

大
規
模
林
道
は
、
現
地
に
お
け
る
森
林
施
業
と
は
何
の
関

連
も
な
く
、
森
林
環
境
や
生
物
多
様
性
の
保
護

・
保
全
に

と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
価
値
を
も
っ
た
、
こ
れ
ら
の
天
然

林
と
野
生
生
物
相
の
壊
滅
的
破
壊
行
為
を
引
き
起
こ
し
て

お
り
、
到
底
、
座
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
巨
額
の
国
家
予
算
を
浪
費
し
て
、
も

っ
ぱ
ら
自

然
破
壊
を
進
め
る
外
郭
団
体
は
、
も
は
や
口
本
に
は
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
組
織
は
何
ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
直
ち
に
廃

止
が
相
当
の
組
織
で
あ
り
ま
す
。

◆

小
泉
内

閣
の
使
命

は
、
二
十

一
世
紀
に
歴
史

上
、

き
わ

め
て
大

き
な
行
政
改

革
を
わ
が
国

に
導

入

す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す

目
下
、
小
泉
内
閣
は
、
国
を
あ
げ
て
国
家
予
算
の
節
約

と
効
率
的
運
用
、
国
家
公
務
員
の
定
員
の
削
減
、
無
駄
な

公
共
事
業
を
止
め
よ
う
と
懸
命
に
論
議
し
て
い
る
、
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
目
と
鼻
の
先
で
、
過

去
四
十
年
近
く
に
わ
た
り
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
無
駄
な
国

家
予
算
の
投
資
が
、
い
ま
だ
に
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
"小
さ
な
政
府
"、
"小
さ
な
国
家
予
算
"
の
編

成
と
、
そ
の
適
正
な
支
出
、
そ
の
慎
ま
し
さ
を
取
り
戻
さ

な
け
れ
ば
、
こ
の
国
と
将
来
の
世
代
は
、
悲
惨
な
生
活
、

悲
惨
な
環
境
で
暮
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
各
種
の
行
政
機

構
の
改
革
、適
正
な
規
模
の
国
家
公
務
員
の
定
員
の
削
減
、

無
駄
な
行
政
機
構
、
外
郭
団
体
の
廃
止
と
国
家
予
算
の
適

正
な
支
出
は
、
今
や
待

っ
た
な
し
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。

か
っ
て
、
小
泉
内
閣
の
総
合
科
学
技
術
会
議
の
メ
ン
バ
ー

の

一
員
と
し
て
、

一
年
間
参
加
し
た
筆
者
の
持
論
で
も
あ

り
ま
す
。

先
に
も
述
べ
た
天
然
林
の
伐
採
に
よ
る
年
間
の
収
益
は

わ
ず
か

一
〇
〇
億
円
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
林
野
庁
年
間

総
予
算
の
わ
ず
か
二
～
三
%
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
数
百
年
以
上
の
永
い
年
月
が
か
か
っ
て
出
来

上
が
っ
た
、
希
少
で
貴
重
な
日
本
の
天
然
林
と
保
護

・
保

全
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
希
少
生
物
相
は
、
絶
滅
の
瀬
戸

際
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
、
北
海
道
を
含
め
、
日
本
各
地
で
計
画
さ
れ
て
い

る
大
規
模
林
道
の
建
設
予
算
に
は
、
自
然
を
破
壊
し
て
建

設
す
る
道
路
に
数
百
億
も
の
巨
額
の
税
金
が
投
資
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
虎
の
子
の
天
然
林
伐
採
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
年
間
収
益
の
何
倍
も
の
税
金
が
、

一
方
で
た
だ
自
然
破
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壊
を
も
た
ら
す
だ
け
の
道
路
工
事
の
た
め
に
投
資
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

今
、
仮
に
こ
の
数
百
億
円
の

一
部
の
予
算
を
林
野
の
育

林
事
業
な
ど
の
事
業
費

へ
そ
っ
く
り
回
せ
ば
、
原
生
林
や

虎
の
子
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森
も
、
ブ
ナ
の
森
も
伐
ら
な
く

て
済
む
の
は
、
余
り
に
も
自
明
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

◆
新
た
な
林
野
行
政

へ
の
転
換
と
、
貴
重

な

日
本

の

天
然
林
保
護
体
制

へ
の
確
立

へ
向

け

て

こ
こ
に
、
ひ
と
つ
小
泉
政
権

へ
の
大
切
な
要
望
が
あ
り

ま
す
。
郵
政
民
営
化
を
含
む
、
国
の
機
構
・組
織
の
改
革
・

再
編
成
は
、
二
十

一
世
紀
の
今
日
、
日
本
が
取
り
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
案
件
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
際
、
日
本
列
島
に
あ
る
こ
れ
ら
の
豊

か
な
森
と
そ

の
自
然
環
境
、
そ
し
て
北
半
球
の
温
帯
圏
に
あ

っ
て
も
、

日
本
列
島
に
固
有
な
、
人
類
の
共
有
財
産
で
あ
る
多
種
多

様
で
、
貴
重
な
野
生
動
植
物
の
保
全
・保
護
の
た
め
に
は
、

現
存

の
組
織
の
改
変

・
統
合
が
早
急
に
必
要
と
判
断
さ
れ

ま
す
。

こ
の
際
、
"林
野
庁
"
の
完
全
な
解
体
、
再
編
成
が
早
急

に
必
要
で
す
。
新
た
に

"環
境
省
"
内
に

"
天
然
林
課
"

(仮
称
)
を
新
設
し
、
そ
こ

へ
現
有
の

"天
然
林
"
を
す
べ

て
移
管
し
、
保
護

・
保
全
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
国
有
林
、
と
り
わ
け
天
然
林
の
維
持

・
管
理
に
は
、

林
野
予
算
の
一
部
を
移
管
し
、
森
林
保
護
に
熱
心
な
、
経

験
豊
富
な
林
野
の
ス
タ
ッ
フ
も
つ
け
て
当
た
ら
せ
る
部
局

を
新
設
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
定
員
増
も
、
特
別
な
予
算

措
置
も
い
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
天
然
林
は
、
日
本
列
島

の
大
気
環
境
を
含
む

環
境
維
持
機
能
と
生
物
多
様
性
の
保
護

・
保
全
に
と

っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
役
割
を
果
た
す
"不
伐
の
森
"

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
物
多
様
性
条
約
に
加
盟
し

て
い
る
わ
が
国
が
国
際
的
に
も
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
役

割
と
責
任
の
履
行
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
切
な
財
産
で
あ

り
ま
す
。

残
さ
れ
た
林
野
の
部
署
は
、
日
本
全
国
に
お
い
て
か
っ

て
天
然
林
の
伐
採
後
、
大
規
模
な
植
栽
を
行
い
、
そ
の
後

十
二
分
な
手
入
れ
な
く
し
て
荒
れ
放
題
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

カ
ラ
マ
ツ
を
始
め
と
す
る
人
工
造
林
地
の
維
持
管
理
と
森

林
の
育
成
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
部
局
と
し
て
、
再

編
成
が
急
務
で
す
。
林
産
物
の
供
給
の
た
め
に
は
、
長
期

的
視
野
で
わ
が
国
の
森
林
育
成
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
重
要
で
、
地
味
な
仕
事
に
専
念
し
て
取
り
組

む
新
た
な
組
織
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
省
庁

再
編
の
中
で
、
中
長
期
的
視
野
が
必
要
で
、
も

っ
と
も
緊

急
性
が
高
く
、
か
つ
ま
た
私
た
ち
の
孫
子
の
世
代
に
対
す

る
最
大
の
贈
り
物
で
あ
る
と
信
じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
わ
が
国
が
現
在
お
か
れ
て
い
る
天
然
林
と
生
物

多
様
性
の
保
護

・
保
全
に
関
わ
る
問
題
と
そ
の
現
状
調
査

に
関
し
ま
し
て
は
、
生
物
多
様
性
条
約
に
加
盟
し
て
い
る

日
本
が
、
国
際
社
会
に
対
し
て
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
重

要
な
役
割
の

一
端
で
あ
り
、
国
際
自
然
保
護
連
合

・
生
態

系
管
理
委
員
会

(I
U
C
N
-
C
E
M
)、
北
東
ア
ジ
ア
担

当
の
副
委
員
長
と
し
て
の
職
責
に
あ
り
ま
す
筆
者
が
、
今

後
、
継
続
し
て
鋭
意
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
林
野
行
政
、
環
境
行
政
に
関
し
ま
し
て
日
本
が
、

国
際
的
に
も
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
各
種
の
調
査

・
検
討

事
項
が
含
ま
れ
て
お
り
、
環
境
省
、
林
野
庁
を
始
め
と
す

る
国
の
諸
機
関
と
も
、
十
二
分
に
連
携
し
て
そ
の
任
に
当

た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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